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　10月６日、小国小学校周辺を会場に小国町総合防災訓練を実施しました。小
国小学校アリーナで避難所設置運営訓練等を行ったほか、おぐに開発総合セン
ター駐車場では、東原地区のかたがたによるバケツリレーに加え、白百合保育
園のさくら組、ゆり組の園児たちが水消火器を使った初期消火訓練に取り組み
ました。参加した子どもたちは、初めて手にした水消火器を上手に使って、的
に水を当てていました。



　

10
月
３
日
㈭
か
ら
８
日
㈫
ま
で
、
浅
草

千
束
通
り
の
「
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ

台
東
」
に
出
店
し
ま
し
た
。
今
回
は
注
目

商
品
と
し
て
つ
や
姫
や
雪
若
丸
な
ど
の
新

米
を
販
売
し
、
店
頭
で
は
玄
米
の
つ
か
み

取
り
も
実
施
し
ま
し
た
。
初
の
試
み
で
し

た
が
、
つ
か
み
取
り
の
た
め
に
何
度
も
来

店
す
る
お
客
様
が
い
る
な
ど
大
盛
況
で
、

お
米
の
販
売
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
き

の
こ
や
山
菜
の
水
煮
、
漬
け
物
や
お
菓
子

と
い
っ
た
定
番
商
品
も
好
調
で
、
多
く
の

商
品
が
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
様
に
初
の
試
み
と
し
て
、
地

元
の
千
束
通
り
商
店
街
振
興
協
議
会
と
連

携
し
た
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
も
行
い
ま
し
た
。

客
足
が
落
ち
込
む
最
終
日
と
そ
の
前
日
に

限
定
し
、
千
束
通
り
の
お
店
で
買
い
物
し

て
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
で
１
０
０
０

円
以
上
お
買
い
上
げ
の
お
客
様
に
ガ
ラ
ポ

ン
を
回
し
て
も
ら
い
、
抽
選
で
カ
ト
ラ
リ

ー
セ
ッ
ト
や
エ
コ
バ
ッ
グ
と
い
っ
た
ノ
ベ

ル
テ
ィ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
し
い
企
画
を
実
施
し
た
こ
と

に
加
え
、
店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
や
商
品
の
陳

列
を
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
商
品
を
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
た
た
め
、

過
去
最
高
の
売
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
期
間
中
の
日
曜
日
に
は
、
台

東
区
か
ら
の
紹
介
で
、
三
ノ
輪
児
童
遊
園

で
行
わ
れ
た
三
ノ
輪
町
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
出
張
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
輪
投
げ
や
ビ
ン

ゴ
な
ど
子
ど
も
向
け
の
催
し
が
あ
り
、
ふ

る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
と
は
違
っ
た
層
の

お
客
様
に
小
国
町
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
様
々
な

事
業
や
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
多
く
の
か
た

が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
買
い
物
や
ス

タ
ッ
フ
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
か
ら
も
小
国
フ
ァ
ン
の
輪
が

広
が
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台
東
」
で
様
々
な
企
画
を
実
施
！

▲商店街との連携で実施したガラポン抽選会

▲好評だった玄米のつかみ取り

▲三ノ輪町会ファミリーフェスティバルでの出張販売の様子
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「おぐにふるさと文化館『百石』今年度の開館は11月16日までです」

　　　地域おこし協力隊　欠
か け は た

端　彩
あ や の

乃

　おぐにふるさと文化館「百石」がオープンして５

カ月が経ちました。最近は、町外からの視察での利

用や、イベントに組み込まれることが増え、少しず

つ認知されていることを感じます。

　「百石」がオープンしてからは企画展示の準備に

も取り組んでいます。展示が完成するまでには、テー

マ構成会議や資料の選定、クリーニング、調査、パ

ネルやキャプションの制作、資料目録作成、その他

102102

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㊵
～

！！

　

９
月
27
日
㈮
、
山
形
大
学
の
学

生
と
小
国
高
校
ス
イ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル
の
生
徒
が
協
働
し
、
本
町
の
特

産
品
を
用
い
た
商
品
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。
町
内

産
の
米
粉
や
た
か
き
び
粉
を
使
用

し
、
米
粉
マ
フ
ィ
ン
や
雑
穀
フ
ロ

ラ
ン
タ
ン
な
ど
多
彩
な
ス
イ
ー
ツ

を
考
案
し
ま
し
た
。
今
回
考
案
し

た
ス
イ
ー
ツ
は
町
内
で
カ
フ
ェ
を

営
む
「
Ｎナ

エ

バ

コ

ａ
ё
ｂ
ａ
ｃ
ｏ
」
さ
ん

の
協
力
の
も
と
、
商
品
化
を
目
指

し
ま
す
。

～
山
形
大
学
と
ス
イ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
協
働
～

〈
生
徒
の
声
〉

　

大
学
生
と
関
わ
る
機
会
は
少
な

い
の
で
、
今
回
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
ま
で
商
品
開
発
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
新
鮮
な
体
験
で
し

た
。
自
分
の
作
り
た
い
も
の
と
食

べ
る
人
の
ニ
ー
ズ
の
ど
ち
ら
も
満

た
す
こ
と
を
意
識
し
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
り
、
運
ぶ
と
き
に
崩
れ

な
い
か
な
ど
も
考
え
た
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

自
分
の
町
の
物
を
つ
か
っ
て
自
分

の
手
で
新
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
作
る

こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

アンケートやクイズの作成、関連講座の企画準備が行われます。

　前回の企画展「おかえりおぐに保育園」では、元保育園職員のかたがたや、地域のかた

の支援をいただき、展示とワークショップを行うことができました。今年度は次回の企画

展「民具と写真でふりかえる昭和のくらし」を最後に11月16日で閉館となります。ぜひ、

足をお運びください！



こ
れ
ま
で
の
経
過

　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
現
総
合
セ
ン
タ
ー
と
す

る
）
は
高
度
経
済
成
長
等
に
よ
っ

て
生
活
様
式
や
社
会
構
造
、
経
済

的
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
な

か
、山
村
地
域
を
振
興
す
る
た
め
、

教
育
や
福
祉
、
文
化
活
動
の
拠
点

と
な
る
複
合
施
設
と
し
て
建
設
さ

れ
、
昭
和
43
年
の
完
成
以
来
、
社

会
教
育
や
芸
術
・
文
化
活
動
等
の

拠
点
と
し
て
、
本
町
の
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
建
設
か
ら
半
世
紀
以

上
が
経
過
し
、
施
設
・
設
備
の
老

朽
化
や
社
会
生
活
等
の
多
様
化
、

公
共
空
間
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の

変
化
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
づ
く
り
の
中
核

的
機
能
や
地
域
創
生
機
能
を
備
え

た
新
た
な
施
設
整
備
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

26
年
度
か
ら
27
年
度
に
か
け
て
、

　おぐに開発総合センターは、長年にわたり各種サークル活動や発表会、会合、図書室
機能など町民の社会教育や文化・芸術活動等の拠点として大きな役割を果たしてきまし
た。しかし、施設の老朽化や社会構造の変化、生活様式の多様化への対応、避難所機能
の充実といった課題を解消するため、新たな施設建設の必要性が生じたことから、これ
からの小国町を担う人材の育成やまちづくりの中核施設となる『次期総合センター』の
整備について検討を進めてきました。
　今月はいよいよ建設が始まる次期総合センターの概要と機能について紹介します。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
求
め

ら
れ
る
施
設
と
し
て
次
期
総
合
セ

ン
タ
ー
整
備
構
想
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
次
期
総
合
セ

ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員

会
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
専
門
的
知
見

に
よ
る
指
導
と
助
言
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
町
民
の
か
た
が
主
体
と

な
っ
た
検
討
委
員
会
か
ら
新
し
い

施
設
に
必
要
と
な
る
機
能
等
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

ら
を
基
に
平
成
29
年
４
月
に
小
国

町
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
次
期
セ
ン
タ
ー

▲次期総合センター建設予定地

（仮称）小国町次期総合センターの建設が始まります（仮称）小国町次期総合センターの建設が始まります
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特集　（仮称）小国町次期総合センターの建設が始まります

　

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少
を

見
据
え
、
「
白
い
森
お
ぐ
に
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
結
ぶ
未
来
創

造
拠
点
施
設
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

雪
の
結
晶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
六
角

形
の
シ
ン
プ
ル
な
設
計
を
採
用
し

ま
し
た
。

　

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、
耐
震
性
や
耐
久
性
に
優
れ
て

お
り
、
災
害
時
に
も
安
心
し
て
避

難
所
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
建
物
内
部
は
段
差
の
な

い
フ
ラ
ッ
ト
な
空
間
に
な
っ
て
お

り
、
出
入
口
に
は
緩
や
か
な
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
、
内
装
に
は
町
産

建
設
候
補
地
と
し
て
、
町
民
広
場

周
辺
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
エ
リ
ア
が
平
成
31

年
に
県
が
公
表
し
た
「
想
定
最
大

規
模
浸
水
区
域
図
」
の
浸
水
区
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
総

合
セ
ン
タ
ー
が
今
ま
で
果
た
し
て

き
た
役
割
の
継
続
性
や
交
通
環

境
、
防
災
・
災
害
対
策
な
ど
を
総

合
的
に
考
え
、
文
教
地
区
内
で
再

検
討
し
、
お
ぐ
に
保
育
園
跡
地
を

建
設
予
定
地
と
し
て
選
定
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年

度
に
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
の

基
本
設
計
を
見
直
し
た
後
、
令
和

４
年
度
及
び
５
年
度
の
２
カ
年
を

か
け
て
実
施
設
計
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
こ
の
間
、
次
期
総
合
セ
ン

タ
ー
が
こ
れ
か
ら
の
小
国
町
を
担

う
人
材
の
育
成
や
社
会
福
祉
、
文

化
・
芸
術
活
動
の
基
幹
施
設
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
拠
り
所
と

な
り
、
町
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
、
と
も
に
成
長
し

て
い
く
施
設
、
安
心
安
全
で
長
く

使
用
で
き
る
施
設
と
す
る
た
め
、

○総合カウンター　○総合カウンター　
　施設の案内や予約などの窓口機
能のほか、観光案内や移住定住促
進、小国の文化を伝承する機能を
持ちます。

○町民ホール○町民ホール
　前方は可動席、後方は固定席と
なっており、多様な空間利用が可
能で、緊急時には避難所としての
機能も持ち合わせています。

○ライブラリー（図書室）○ライブラリー（図書室）
　25,000冊以上の図書を所蔵し、
様々な学習の場として利用できま
す。また、町内外の多様な世代が
誰でも利用できる交流拠点として
の機能も持ちます。

○町民ギャラリー○町民ギャラリー
　町民ホールの壁面など作品展示
が可能な箇所を多く設定し、多様
な展示形態にも対応可能です。

○活動スペース○活動スペース
　ひとつの大きな空間で様々な活
動が行われることにより交流や活
動の創造性、賑わいを生み出しま
す。たたみスペースでは茶道や華
道の活動が行えるほか、遮音機能
を持つスタジオもあり、演奏やダ
ンス等の活動も可能です。▲次期総合センター平面図

複
数
回
に
わ
た
り
町
民
説
明
会
を

開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
等
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
10
月
に
そ
の
建

設
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
ま
で

に
完
成
、
令
和
８
年
度
の
開
館
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
概
要

広報おぐに　2024.11
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特集　（仮称）小国町次期総合センターの建設が始まります

　

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
に
は
、
現

総
合
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
た
研

修
や
図
書
、
芸
術
文
化
、
社
会
教

木
材
を
活
用
し
、
温
も
り
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施

設
の
外
周
に
は
、
ぐ
る
り
と
ガ
ラ

ス
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
建

物
の
外
に
い
て
も
、
活
動
の
様
子

や
そ
の
賑
わ
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
や
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
室
）
、
活
動

ス
ペ
ー
ス
等
の
機
能
を
ひ
と
つ
の

空
間
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
利
用
者
が
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
を
増
や
し
、
活
発
な
交
流
を

促
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
は
約
26
億
円
を
上
限
に
設
定

し
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
国
の
補
助
金
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
有
利
な
起
債
を
財

源
と
す
る
こ
と
で
町
の
単
独
経
費

を
少
し
で
も
抑
え
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

■センター図書室利用者　佐藤麻里さん（緑町）

　「今の図書室は読みたい本がある、調べたいことがあるな

ど目的があるから行く場所になっているように感じます。

新しいセンターの図書室には明るくオープンで、子どもた

ちや地域の人がぶらりと立ち寄れるような居場所になって

くれることを期待しています。また、時間外に図書を返却

できるボックスを設置するなど利用者の利便性が上がるよ

うな工夫があるといいなと思います」

次期総合センターに期待すること

　「月に１度、昼は総合体育館、夜はおぐに開発総合センター

で活動しています。フラダンスは群舞であり、全員が息を

合わせて踊る必要があり、鏡で確認しながら練習すること

が重要です。そのため、練習場所が限られています。新し

い総合センターには鏡が備え付けられているスタジオがで

きるということですので、今までよりも快適な環境で練習

でき、活動がよりよいものになると期待しています」

■H
ハーラウ

ālau H
フ ラ

ula O
オ

 P
プ ア レ フ ア

ualehua 小国クラス代表　三島木まどかさん（栄町）

▲ライブラリー（図書室）

▲町内外のイベントで踊りを披露

育
の
推
進
等
の
機
能
の
ほ
か
、
生

涯
学
習
や
芸
術
活
動
を
支
援
し
、

町
内
の
優
れ
た
地
域
文
化
を
発

掘
・
伝
承
し
て
い
く
場
や
新
し
い

人
の
流
れ
や
外
部
と
の
繋
が
り
・

交
流
を
生
み
出
す
場
、
気
軽
に
集

い
、
憩
え
る
交
流
の
場
と
し
て
の

機
能
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
次
期
総

合
セ
ン
タ
ー
が
本
町
の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
す
べ
て
の
世
代
の
か
た

が
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
施

設
、
町
内
外
の
人
が
訪
れ
、
積
極

的
に
交
流
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ

ア
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
創
出
す
る
施
設

と
な
る
よ
う
、
着
実
に
そ
の
建
設

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

広報おぐに　2024.11
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特集　（仮称）小国町次期総合センターの建設が始まります

町民ホール

施設内部の俯瞰図

広報おぐに　2024.11
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　９月から10月にかけて町内では様々なスポーツイベントが開催されました。

　９月14日に叶水小中学校、９月21日と26日に小国小学校、10月５日に小国中学校でそれぞれ運動

会が開催され、子どもたちは保護者や地域のかたの声援を受けながら、各競技に挑みました。

　９月26日には高齢者体育大会が開催され、町内在住の60歳以上のかた約200人が参加しました。当

日は４つの競技が行われ、白百合保育園、すみれ保育園によるマスゲームも披露されました。

　また、10月14日には５年ぶりに白い森スポーツフェスティバル（旧サマースポーツ大会）が開催

されました。100m走、綱引きのほか新種目であるサイコロリレーと動く玉入れで各地区が競い合い、

接戦を制して町岩東地区が総合優勝を飾りました。

様々なスポーツイベントが開催されました様々なスポーツイベントが開催されました

スポーツの秋を楽しむスポーツの秋を楽しむ

小国中学校運動会（10月５日）小国小学校運動会（９月21日・26日）

叶水小中学校運動会（９月14日） 高齢者体育大会（９月26日）

白い森スポーツフェスティバル（10月14日）
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　第60回小国町高齢者顕彰式が、10月18日、
小国町民総合体育館で行われました。米寿を
迎えられたかた17人（対象者80人）と喜寿を
迎えられたかた18人（対象者119人）が出席し、
出席者を代表し川崎博道さん（小国小坂町）
から「より一層、健康に留意し、地域社会と
ともに生きていきたい」とあいさつがありま
した。
　アトラクションではすみれ保育園の園児に
よるマスゲームやおぐに歌謡会による歌が披
露され、出席した皆さんは目を細めて楽しん
でいました。

長寿を祝う長寿を祝う

第60回小国町高齢者顕彰式第60回小国町高齢者顕彰式

　９月28日、諏訪神社例大祭が開催され、神

社で神事が執り行われた後、神輿や天狗、神

楽が参拝所を巡回しました。

　神社から小国大橋までの渡御には子どもた

ちも参加し、馬ひきや高校生が引く神輿が練

り歩きました。

　また、岩井沢地内のお祭り会場には出店が

並び、多くのかたが祭を楽しんでいました。

商売繁盛・家内安全を祈願商売繁盛・家内安全を祈願

諏訪神社例大祭諏訪神社例大祭

▲カードゲームを通して森づくりを学ぶ

　10月８日、小国小学校で白い森づくり体験事

業が行われ、５年生39人が参加しました。置賜

森林管理署職員による森林整備や木材活用につ

いての講話を聴いた後、森づくりを学べるカー

ドゲーム「ZORING」を体験しました。

　授業の感想について児童を代表して伊藤咲喜

さんが「森林がどうやってつくられるのかわか

りました。カードゲームでもっと森林について

知ることができました」と発表しました。

白い森づくり体験事業白い森づくり体験事業

森林の役割について学ぶ森林の役割について学ぶ

▲代表者挨拶の様子

▲神輿を引く小国高校生
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除雪機械を貸し出します除雪機械を貸し出します
　大型機械での除雪が困難な歩道や生活道路等を
対象に、ハンドガイド式小型除雪機械（35馬力）
を貸し出します。（申込件数が多い場合は、選考
審査会で審査し決定となります。）
■対象者　①町に居住する２世帯以上で構成する任意団体
　②町長が特に認める個人または法人
■貸出台数　５台
■募集期間　11月１日㈮～20日㈬
■貸出期間　12月～令和７年３月31日㈪
■申込・問合先
　地域整備課建設管理担当（☎62－2431）へ

排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ

令
和
６
年

令
和
６
年  

第
７
回

第
７
回

  
小
国
町
議
会
臨
時
会

小
国
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
６
年
第
７
回
小
国
町
議
会

臨
時
会
が
10
月
21
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

　

10
月
27
日
執
行
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
係
る
事
務
経
費
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
に
１
３
３
８
万
７

千
円
を
追
加
す
る
専
決
処
分
を
行

い
ま
し
た
。　

一
般
会
計
に
４
７
０
万
円
を
追
加

　

山
形
県
に
よ
る
低
所
得
世
帯
へ

の
灯
油
等
購
入
費
に
対
す
る
助
成

金
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当

該
助
成
の
上
限
額
を
拡
充
し
た
ほ

か
、
９
月
20
日
の
豪
雨
に
よ
り
操

作
不
能
と
な
っ
て
い
る
松
岡
合
口

頭
首
工
ゲ
ー
ト
の
復
旧
に
要
す
る

経
費
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
79
億
６
６

４
２
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

小
国
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険

者
証
の
返
還
に
応
じ
な
い
場
合
に
過

料
を
科
す
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も

に
字
句
の
整
理
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
小
国
町
役
場
庁
舎
空
調
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

役
場
庁
舎
内
各
執
務
室
空
調
設
備

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
１
億
６
３

５
７
万
円
で
株
式
会
社
髙
橋
工
務
店

と
の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）
小
国
町
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

（
仮
称
）
小
国
町
次
期
総
合
セ

ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
係
る
請
負

契
約
に
つ
い
て
、
２
企
業
体
に
よ

る
公
募
型
指
名
競
争
入
札
を
行
っ

た
結
果
、
22
億
３
０
０
０
万
円
で

山
和
・
髙
橋
・
那
須
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
に
落
札
決
定
し
、

こ
れ
に
消
費
税
等
を
加
え
た
、
24

億
５
３
０
０
万
円
で
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

就任のあいさつ
小国町教育委員会教育長　今　秀 之

　このたび、10月15日付け
で小国町教育委員会教育長
を拝命いたしました。歴代
教育長の皆様がたのご功績
を顧みると、その責任の重
さに身の引き締まる思いが
いたしますが、同時に小国
町の今日的な教育課題の解

決に向けて全力を注ぐことを誓ったところです。
　「いい地域はいい学校を育てる、いい学校はい
い地域をつくる」と言われています。いい地域
がいい子どもを育て、その子どもたちがいい地
域をつくるのだと思っています。これからも学
校と地域が一体となって子どもの健やかな成長
を支える取り組みを推進していきます。学校教
育、社会教育に携わってきた今までの経験を生
かし、職責を全うするように精進して参ります
ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　山形県下水道協会に登録している責任技術者
で、登録の有効期限が令和７年（平成37年）３
月31日までのかたは、現在所属している指定工
事店所在地の市町村で更新手続きが必要です。
■該当者　登録有効期限が令和７年（平成37年）
　３月31日までのかた
■手続き　①登録更新の申請　②更新講習会の受講
■申請期間　11月１日㈮～29日㈮
■申請・問合先
　地域整備課水道業務担当（☎62－2431）へ
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■申込期間　11月15日㈮～21日㈭
■受付時間　平日８時30分～18時まで　
■申請書　11月１日㈮から健康福祉課、各保育所等で配布します。
■申込方法　令和７年４月１日から利用を希望するかたは、申込書と必要書類（詳細は配布時に説明
　します）を提出してください。（現在入所している保育所等で来年度も継続希望のかたは、今回の申
　込みは不要ですが、転園を希望されるかたは新規入所申込手続きが必要となります）
■保育料について　町が定める基準に基づき、保護者の課税状況（父母合算）と児童の年齢により決
　まります。※３歳～５歳児については、国の制度改正により保育料は無償です。

■申込・問合先

令和７年４月からの新入園児を募集します令和７年４月からの新入園児を募集します

施設名 認定区分 定員 対象児童
（R7.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）
平日 土曜日

白百合保育園 ２・３号 60人 ０～５歳 ７時～19時 ７時～17時30分

施設名 認定区分 定員 対象児童
（R7.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）
平日 土曜日

すみれ保育園
１号 ３人 ３～５歳 ９時～14時

（14時以降預かり保育可）
休　園

（預かり保育可）
２・３号 50人 ０～５歳 ７時15分～19時15分 ７時15分～18時15分

認定区分 対象者 主な利用施設、事業 利用できる時間
１号認定 ３歳以上のお子さんで、保育を必要とせず教育を希

望する場合
認定こども園
（教育部分）

教育標準時間認定
（最低４時間／日）

２号認定 ３歳以上のお子さんで、「保育を必要とする事由」に
該当し、保育を希望する場合

保育所・認定こども園
（保育部分）

保育標準時間認定
（最大11時間／日）
保育短時間認定

（最大８時間／日）３号認定 ３歳未満のお子さんで、「保育を必要とする事由」に
該当し、保育を希望する場合

保育所・認定こども園
（保育部分）

保育所　健康福祉課（☎61－1000）へ

認定こども園　１号認定希望のかたはすみれ保育園（☎62－5284）、２・３号認定希望のかたは健康福祉課（☎61－1000）へ

※保育所等を利用する場合の認定区分

開催日 担当税理士 電話番号 場　所

11月７日
㈭

金田　和夫 0238-88-9159 長井税理士法人（長井市）

須貝　周一 0238-84-2505 須貝周一税理士事務所（長井市）

海老名信乃 0238-85-4548 海老名信乃税理士事務所（白鷹町）

仁科　　孝 0238-88-5601 仁科孝税理士事務所（長井市）

小関　悠司 0238-87-3777 小関悠司税理士事務所（白鷹町）

紺野　七郎 0238-88-9159 長井税理士法人（長井市）

11月８日
㈮

長沼　安義 0238-72-2400 長沼安義税理士事務所（飯豊町）

渡邉美津夫 0238-87-0057 渡邉美津夫税理士事務所（長井市）

坂本　英俊 080-5570-6903 坂本英俊税理士事務所（長井市）

奈良崎幸司 0238-84-2505 須貝周一税理士事務所（長井市）

大嶋　雄生 0238-87-1415 大嶋雄生税理士事務所（小国町）

「税を考える週間」無料税務相談「税を考える週間」無料税務相談
　東北税理士会長井支部では、「税を考える週間」
にあわせて無料税務相談を行います。事前に電話で
の予約をお願いします。
■相談時間　10時～15時

低所得世帯に対する冬季の暖房のための灯油購入費等の一部助成について低所得世帯に対する冬季の暖房のための灯油購入費等の一部助成について
■申請期間　11月11日㈪～令和７年２月28日㈮

　平日の８時30分～17時15分まで

■�対象要件　令和６年10月1日現在で小国町に住

所を有し、令和６年度の町民税非課税世帯であ

り、かつ65歳以上の高齢者、障がい者、母子・

父子家庭、在宅系施設利用者世帯のかた

■申請場所　小国町健康管理センター

■�申請書類等

　①交付申請書

　②申請者本人の印鑑（自署の場合は不要）

　③指定振込口座を確認できる通帳の写し

　④�非課税証明書（令和６年１月１日現在におい

て小国町に住所がないかた）

　※�代理申請をする場合は、承諾書および代理で

申請するかたの身分証明書が必要です。

■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

広報おぐに　2024.11
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募
集

町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

３
戸
（
２
階
、
４
階
）

■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

11
月
11
日
㈪

◎
入
居
時
期　

12
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62-

２
４
３
１
）
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

地
元
選
出
の
県
議
会
議
員
に
よ
る

地
域
議
員
協
議
会
の
開
催

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』
に
よ

る
結
婚
相
談
会

■
日
時　

11
月
16
日
㈯　

13
時
～

16
時
45
分

■
場
所　

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
置
賜
支
所
（
米
沢
市
）

■
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
か
た

ま
た
は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

■
内
容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合

い
相
手
の
紹
介
な
ど
の
個
別
相
談

■
そ
の
他　

県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
人
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
が
た
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３-

６
８
７-

１
９
７
２
）
へ

労
働
悩
み
ご
と
相
談
会
の
開
催

適
職
到
来　

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
（
米
沢
）

■
日
時　

11
月
７
日
㈭　

13
時
～
15

　

時
30
分
（
受
付
開
始
12
時
30
分
）

■
会
場　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

■ 

対
象　

就
職
や
転
職
を
考
え
て

い
る
か
た
、
福
祉
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
か
た
な
ど
（
福
祉
の

資
格
が
な
く
て
も
参
加
可
能
）

■ 

内
容　

現
役
介
護
職
員
に
よ
る

「
介
護
の
お
仕
事
」
の
講
演
、
福

祉
事
業
所
と
の
個
別
面
接
会
、
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢
（
☎

　

０
２
３
８-

22-

８
１
５
５
）
へ

　

労
働
問
題
に
詳
し
い
労
働
委
員

会
委
員
が
解
雇
等
労
使
間
ト
ラ
ブ

ル
で
お
悩
み
の
か
た
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

■
日
時　

11
月
19
日
㈫
・
12
月
12

　

日
㈭　

13
時
～
14
時

■
会
場　

村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎

　

６
階
※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。
前
日
正
午

　

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

山
形
県
労
働
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
０
２
３-

６
６
６

　

-

７
７
８
４
）
へ

　

山
形
県
議
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
地
元

県
議
が
審
議
を
行
う
地
域
議
員
協

議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍
聴

で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
当
日
会
場

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
22
日
㈮　

14
時
30
分
～

■
場
所　

西
置
賜
地
域
振
興
局

■
問
合
先　

山
形
県
議
会
事
務
局

　

議
事
調
査
課
（
☎
０
２
３-

６

　

３
０-

２
８
４
１
）
へ

ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
臨
時
教
員
等

説
明
会
・
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

教
育
職
に
興
味
を
お
持
ち
の
か

た
へ
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
24
日
㈰　

10
時
～

　

11
時
30
分

■
場
所　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
度
置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会

■
日
時　

11
月
12
日
㈫　

13
時
30
分

　

～
16
時
10
分
（
受
付
13
時
30
分
）

■
場
所　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

■
講
演
「
人
口
が
減
る
か
ら
こ
そ

　

豊
か
に
な
る
ひ
と
づ
く
り
、
ま

　

ち
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
」

■
問
合
先　

小
国
町
教
育
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
62-

２
１
４
１
）
へ

「
西
置
賜
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
ま
す

■
日
時　

11
月
21
日
㈭　

９
時
30

　

分
～
正
午

■
場
所　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
長
井

■
対
象　

西
置
賜
地
域
の
農
業
者

　

及
び
関
係
者

■
内
容　

西
置
賜
農
業
賞
表
彰
式
、

　

講
演
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
学
ぶ

　

経
営
継
承
の
ポ
イ
ン
ト
」（
講
師　

　

山
崎
農
業
経
済
研
究
所　

所
長　

　

山
崎
政
行
氏
）、
受
賞
者
事
例
紹

　

介
、
農
業
生
産
性
向
上
技
術
・
６

　

次
産
業
化
事
例
の
展
示

■
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈭

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
置

　

賜
農
業
技
術
普
及
課
（
☎
０
２
３

　

８-

88-

８
２
１
２
）
へ
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借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口
の

ご
案
内

■
受
付
時
間　

月
～
金
（
祝
日
・

　

年
末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分

　

～
16
時
30
分

■
相
談
・
問
合
先　

山
形
財
務
事

　

務
所
理
財
課
（
☎
０
２
３-

６
４
１

　

-

５
２
０
１
）
へ

　

２
階
２
０
３
号
室

■
対
象　

現
在
教
職
に
つ
い
て
い

　

な
い
か
た
で
教
員
免
許
状
を
所

　

有
し
て
い
る
か
た
、
学
校
で
勤

　

務
し
て
み
た
い
か
た
、
臨
時
教

　

員
と
し
て
の
勤
務
を
検
討
し
て

　

い
る
か
た
な
ど

■
問
合
先　

山
形
県
教
育
局
置
賜

　

教
育
事
務
所
管
理
担
当
（
☎
０

　

２
３
８-

88-

８
２
３
７
）
へ

山
形
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た

【
山
形
県
最
低
賃
金
】

■
時
間
額　

９
５
５
円
（
55
円
ア
ッ
プ
）

■
効
力
発
生
日　

令
和
６
年
10
月

19
日
※
県
内
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
応
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先　

山
形
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
☎
０
２
３-

６

２
４-

８
２
２
４
）
へ

今月の納税

　�　11月の税金等の口座振替は、

次のとおりです。振替日の前日

まで、指定の口座に入金してく

ださい。

● 1 1 月 2 6 日 ㈫

　水道料、下水道料、簡易水道料

● 1 2 月 ２ 日 ㈪
　�国民健康保険税、後期高齢者医療

保険料、介護保険料、住宅使用料、

保育料、児童福祉使用料

■問合先　税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

２０２４．１１

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲
　載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は10月21日現在でハロー

ワークへ登録された求人のうち、

小国町をおもな就業先としている

求人情報です。既に雇用が確定し

ている場合もありますので、ご了

承ください。求人情報の詳細につ

いては、ハローワーク長井（☎84－

8609）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

小国開発　株式会社 普通作業員 ５人 ８:00〜17:00

株式会社　高橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 変形労働時間制�
８:00〜17:00他

ユニオントレーディング
株式会社 衣料品縫製［西置賜郡小国町］ ５人 変形労働時間制�

８:15～17:00

株式会社　ニチイ学館　
山形支店 （請）医療事務（小国町） １人 ８:30〜17:00

猪野電気工事　株式会社 内線工事作業員 １人 変形労働時間制�
８:00〜17:00

株式会社　横川建設

重機オペレーター見習い ２人

８:00〜17:00
作業員（分別作業等） ２人

現場管理（１級又は２級土木施
工管理技士） １人

事務員 ２人

（事業所の意向により公開していません） 電気通信施工管理【西置賜郡小国町】 １人 ８:30〜17:30

株式会社　山芳工務店 電気設備工 ３人 ９:00〜18:00

株式会社　ビーネックステク
ノロジーズ　仙台オフィス

半導体部材製造設備の生産技術
業務 １人 ８:20〜17:10

認定こども園　すみれ保育園
（社会福祉法人　愛育福祉会）（臨）保育士

１人 交替制（シフト制）�
７:15〜16:15他

１人 ９:00〜16:00

社会福祉法人　小国福祉会

介護員（未経験者応募可・事前
見学可能） １人 交替制（シフト制）�

６:30〜15:30他

看護師 １人 交替制（シフト制）�
８:00〜17:00他

（臨）食器洗浄パート（未経験者
応募可・事前見学可）

１人 ７:00〜10:00他

クアーズテック合同会社
小国事業所

熱処理炉オペレーター／経験不問 ２人

交替制（シフト制）�
８:20〜16:50他

ＭＣオペレーター ２人

熱処理炉オペレーター １人

検査オペレーター １人

株式会社　旭林業 林業技術士、大型運転手 ３人 変形労働時間制�
８:00〜17:00

遠藤建設　株式会社

重機オペレーター １人
変形労働時間制�
８:00〜17:00土木施工管理技士 １人

一般作業員 ２人

家庭教師パートナーズ 家庭教師（講師）／在宅勤務（川
西、小国、白鷹、飯豊） ２人 18:00〜22:00�

の間の２時間程度

医療法人社団　緑愛会　
満天の家

介護職（土・日・祝のみ勤務） １人 ９:00〜18:00

看護職 １人 ８:30〜17:30�
の間の２時間以上

日本テクノ　株式会社 電気主任技術者／高畠町／川西
町／小国町 ３人 ９:00〜18:00
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相　談

▽年金相談▽年金相談
■日　時　11月20日㈬10:30～13:30
■場　所　役場
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込・問合先　町民課住民窓口担当へ

▽人権相談▽人権相談
■日　時　12月６日㈮10:00～15:00
■場　所　おぐに開発総合センター
■対応者　人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

▽行政相談▽行政相談
■日　時　12月６日㈮13:00～15:00
■場　所　おぐに開発総合センター
■対応者　行政相談委員　林公子氏
■問合先　町民課町民生活担当へ

▽弁護士無料法律相談▽弁護士無料法律相談
■日　時　12月６日㈮10:00～15:00
■場　所　おぐに開発総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

保保健健カレカレンンダーダー

１．各健診の日程等
　■３歳児健診
　・期　　日　12月６日㈮　
　・受付時間　12:30～13:00
　・対　　象　Ｒ３年４月、５月、６月、７月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター（☎61－1000）へ

休館日�毎週月曜日・祝日～新着図書～

朝 比 奈 秋
一 穂 ミ チ
松 永 Ｋ 三 蔵

◇サンショウウオの四十九日
◇ツミデミック
◇バリ山行

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事（事業）名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R6.10.1 町民総合体育館高圧ケーブル等更新工事 岩井沢地内 R6.12.27 8,301,000 猪野電気工事㈱ 7,380,000

R6.10.11
令和６年度　りふれ・木工館受電柱高圧気中
負荷開閉器及び高圧ケーブル改修工事

五味沢地内 R6.12.20 6,400,000 猪野電気工事㈱ 6,350,000

R6.10.11 （仮称）小国町次期総合センター建設工事 岩井沢地内 R8.3.31 2,232,000,000
山和・髙橋・那須特定
建設工事共同企業体

2,230,000,000

R6.10.11 令和６年度　小国町役場庁舎空調改修工事 小国小坂町地内 R7.3.28 148,800,000� ㈱髙橋工務店 148,700,000�

R6.10.11 令和６年度　町道若山金目線道路改良工事 古田地内 R6.12.20 10,070,000 大和建設運輸㈱ 9,800,000

入札結果情報（令和６年９月21日～令和６年10月20日実施） 単位（円）

～秋季火災予防運動～～秋季火災予防運動～
　秋季火災予防運動を11月９日㈯～15日㈮ま
での７日間実施します。期間中、午前７時と午
後７時に防災ラジオにより注意を呼びかけま
す。空気が乾燥し火災が発生しやすいため、火
の取り扱いには十分注意しましょう。
　また、住宅用火災警報器は火災を早期発見
し、火災による死傷者を減らします。動作確認、
電池交換の確認をしましょう。
■�問合先　町民課（☎62－2261）または消防署
小国分署（☎62－2154）へ

あなたを守る映像伝送サービスあなたを守る映像伝送サービス
　置賜地域消防通信指令センターは、令和７年
１月よりLive（ライブ）119の運用を開始します。
Live119は119番通報時に伝えきれない現場状
況をスマートフォンで撮影し、消防へ伝えるこ
とのできるサービスです。

　映像通信にかかる通信料は通報者負担となり
ますので、ご理解とご協力をお願いします。ご
不明な点は、西置賜行政組合のホームページを
ご参照いただくか、下記までお問い合わせくだ
さい。（Live119は株式会社ドーンの商標です）
■問合先　

　置賜地域消防通信指令センター（☎0238－23－6650）へ
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●総合センター（教育振興課） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス https://www.ogunibyoin.jp/



　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
９
・
10
月
は

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
取
材
が
多
い

月
で
し
た
。
14
日

に
開
催
さ
れ
た
白

い
森
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
旧
サ
マ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
は
名

称
が
変
更
に
な
っ
て
か

ら
の
初
め
て
の
大
会
か

つ
競
技
の
半
分
が
新
し

い
種
目
と
な
る
な
か
、

ど
の
地
区
も
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。�

（
阿
部
）

編集後記

戸籍のまど戸籍のまど

人口のうごき（令和６年９月30日現在）

人口　男・・・3,324人�（－�８）
　　　女・・・3,271人�（－�７）
　　　計・・・6,595人�（－15）
世帯数　　　2,952世帯�（－�４）

（ ９ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■11月の広場日程　
曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９:00～11:30・13:00～16:00

場所 :子育て支援センター（アスモ内）
11/12、22、28は健康管理センターで実施します。

不要

子
育
て
講
座

エアロビクス
11/14㈭10:00～11:30・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・飲み物を
お持ちください。

要

ヨガ
11/19㈫10:00～11:30・健康管理センター
※動きやすい服装でズック・タオル・バスタオ
ル・飲み物をお持ちください。

要

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　

■利用時の注意点　体調の悪い場合は、利用できません。

■その他　�お気軽にご参加ください。� � � �

平日はいつでも子育て相談に応じています。

■問合先　子育て支援センター

　（ショッピングセンターアスモ内・☎090-9015-8330）へ

スポーツイベント11月の

■日　時　11月16日㈯　10:00～11:00
■場　所　小国町民総合体育館
■対象者　どなたでも
■参加費　500円～750円（保険料込）
■持ち物　室内シューズ、タオル、飲み物など
　※バランスボールをお持ちのかたはご持参ください。

　　お持ちでないかたには先着12名まで無料でお貸しします。

■申込締切　11月13日㈬

特定非営利活動法人■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。
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結婚おめでとうございます。

米 沢 市
あけぼの

凱 斗
遥（ 赤 石

須 貝

踏切名（駅間） 規制内容 通行止め実施期間
霜下（羽前沼沢－伊佐領） 全面通行止め 12月２日㈪～

３月25日㈫
松坂（伊佐領－羽前松岡） 全面通行止め 12月２日㈪～

３月25日㈫
朝篠（伊佐領-羽前松岡） 車両通行止め（歩行可）

12月２日㈪～
３月17日㈪

木落（羽前松岡－小国） 全面通行止め 12月２日㈪～
３月25日㈫

滝沢（小国－越後金丸） 全面通行止め 12月２日㈪～
３月25日㈫

増岡（小国－越後金丸） 全面通行止め 12月２日㈪～
３月17日㈪

赤芝（小国－越後金丸） 全面通行止め 12月２日㈪～
３月25日㈫

令和６年度　冬季間の交通規制実施踏切道について

■問合先　地域整備課建設管理室（☎62－2431）へ
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●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
●商工労働政策室 / 観光交流推進室　☎ 62－2416
●住民窓口室　　　　　　　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●町民生活室　　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター建設推進室



⑦２１世紀への築城�おぐに開発総合センター落成式（昭和43年11月）
　おぐに開発総合センターは山村振興を目的とした「豪雪山村開発総合センター」構想

のモデルケースとして建設され、昭和43年11月13日に落成式が行われました。

　落成を記念した行事が連日催され、小国小学校の鼓笛隊や小国中学校・小国高校のブ

ラスバンドの演奏、唄や踊りの披露、ファッション・ショー、ダンスパーティーなどセ

ンターは終日大賑わいだったそうです。

　当時、小国町民謡研究会の会員だったかたにお話をうかがうと「当時は踊りを披露す

る場がありませんでした。センターの完成により活動の拠点ができたことを喜びながら

踊りを披露しました」とお話しいただきました。

新町70周年記念
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